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1．はじめに 

 今日、荷主や物流会社において、ホワイト物流推進運動が注目されている。本稿では、

はじめに、ホワイト物流推進運動に関する基礎知識について整理する。次に、物流現場の

効率化に関するモデル事例を紹介して、最後に、ホワイト物流推進運動に対する期待を取

りまとめる。 

 

2．ホワイト物流推進運動に関する基礎知識 

 はじめに、ホワイト物流推進運動の背景を整理する。物流業界が抱える課題を整理すれ

ば、①トラック運転者数はピーク時より減少傾向が見られること、②トラック運転者の有

効求人倍率は全職業と比較して高いこと、③トラック運転手の高齢化、④トラックの調達

コストに上昇傾向が見られること、⑤荷待ちや荷役により長時間労働が発生しやすいこと、

⑥積載効率を上げるために手作業による積み降ろしが発生する場合があることなどが挙げ

られる。 

このような物流業界における課題の解決策の一つとして、ホワイト物流推進運動が提唱

された。国土交通省によれば、ホワイト物流推進運動とは、「深刻化が続くトラック運転者

不足に対応し、国民生活や産業活動に必要な物流を安定的に確保するとともに、経済の成

長に寄与することを目的とし、 ①トラック輸送の生産性の向上・物流の効率化 、②女性

性や 60 代以上の運転者等も働きやすい、より「ホワイト」な労働環境の実現 に取り組む

運動」と定義される。この定義より、ホワイト物流は、深刻なトラック運転手の不足に対

応するために、我が国の経済成長を視野に入れた物流業界の労働環境の改善を目指す運動

であることが理解できる。 

 さて、ホワイト物流を推進するための枠組みについて整理する。図 1 にホワイト物流を

推進する枠組みを示す。同図より、ホワイト物流推進運動では、荷主企業、物流事業者お

よび国民が相互に連携・協力・評価等を行うことが求められていることが理解できる。 
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図 1 ホワイト物流を推進する枠組み 出所：国土交通省・経済産業省・農林水産省、「ホ

ワイト物流」推進運動のご案内と参加のお願い、「ホワイト物流」推進運動に関する中央説

明会用資料 

 

 ホワイト物流推進運動への参加により期待される効果は、①物流業務における作業生産

性の向上、②物流活動に係る二酸化炭素排出量の削減、③安定的な物流ネットワークの構

築および維持、④物流業界における社会的責任の遂行などにまとめられる。 

 このホワイト物流の特徴の一つとして、参加する荷主企業の自発的な活動であることが

挙げられる。図 2 に、自主行動宣言様式のイメージを示す。同図は、荷主企業が自主時に

ホワイト物流推進運動の参加を表明する際に利用するひな型のイメージである。同図の上

部には、一般に公表される賛同企業情報、賛同宣言、必須項目が記載される。同図の下部

には、取組項目及び取組内容が記載され、これらの公表は任意となっている。 

 

 

図 2 自主行動宣言様式のイメージ 出所：国土交通省・経済産業省・農林水産省、「ホワ

イト物流」推進運動のご案内と参加のお願い、「ホワイト物流」推進運動に関する中央説明

会用資料 
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 ホワイト物流推進運動の基礎知識のまとめとして、同運動の進捗状況について、定量的

に紹介する。「ホワイト物流」推進運動ポータルサイトによれば、2020 年 7 月末現在、本

運動の自主行動宣言を提出した企業数および団体数は 1,033 に達したことから、荷主や団

体の関心が非常に高いことが伺える。 

 

3．物流現場の効率化に関するモデル事例のイメージ 

 荷主や物流事業者が物流業務の効率化に取り組むに当たり、モデル事例の知識が共有で

きれば望ましい。そこで、取り組みの前後における運用が想像しやすい物流現場の効率化

の事例のイメージを示す。 

 図 3 に、パレット利用による荷役時間と拘束時間の短縮化のイメージを示す。図 3 の左

は手積みの荷役作業をしている状態を表しており、同図の右はパレット積載した貨物のフ

ォークリフトの荷役作業の様子を表す。同図より、手積みの荷役作業の一部をパレット荷

役に変更したことで、荷役時間と拘束時間が短縮した。さらには、フォークリフトの活用

により、運転手の荷役作業負荷の低減が期待できる。具体的には、荷積み時の荷役作業の

一部のパレット利用により、荷主先に到着までの時間は、2 時間 13 分から 1 時間 39 分と

なり、34分間の短縮効果が期待された。 

 この事例のように、一般的に保管機器や荷役機械などの活用により、時間短縮だけでな

く、トラック運転手の作業負荷も軽減する。 

 

 

図 3 パレット利用による荷役時間と拘束時間の短縮化のイメージ 出所：厚生労働省・国

土交通省・全日本トラック協会、荷主と運送事業者の協力による取引環境と長時間労働の

改善に向けたガイドライン事例集 

 

 図 4に、集荷と幹線輸送ドライバー分離による長時間の拘束時間削減のイメージを示す。

同図の上部は、冷凍食品の集荷から幹線輸送を経て、届け先へ配送する物流ネットワーク

を表している。同図によれば改善前は、発地の営業所を出発してから、複数拠点を集荷し

て、幹線輸送を行い、複数の届け先への配達までを 1 名の運転手が担当していた。そのた

め、長時間の拘束時間が課題であった。一方、改善後は、集荷と、幹線輸送および配達を

それぞれ１名で分業することで、１人当たりの拘束時間が削減された。具体的には、１名

のドライバーで対応した場合は１日の拘束時間が 19 時間を超えることがあったが、2 名の



 

4 

 

ドライバーで対応した場合はそれぞれの拘束時間は 8時間と 13時間と分業された。このよ

うに担当を分けることで、法令を順守する適切な運行管理が実現された。 

 

 

図 4 集荷と幹線輸送ドライバー分離による長時間の拘束時間削減のイメージ 出所：厚生

労働省・国土交通省・全日本トラック協会、荷主と運送事業者の協力による取引環境と長

時間労働の改善に向けたガイドライン事例集 

 

4．おわりに 

 本稿では、ホワイト物流推進運動に関する基礎知識を整理して、荷主および物流事業者

の視点から物流現場の効率化の事例のイメージを紹介した。荷主企業においては、既存の

モデル事例などを参考にすれば、将来的な運送内容や取引条件を見直す際に、より効果的

な取り組みが実現しやすいと思われる。 

一方、私たちの日常生活の観点からは、宅配便の再配達を減らす工夫や、繁忙時期に引

っ越しを行わないなど、需要を抑えた活動を心掛けることにより、物流インフラに対する

負荷の低減に貢献できる。 

 将来的に、ホワイト物流推進運動のさらなる活性化により、トラック運転手の労働環境

が改善され、労働市場でのトラック運転手の魅力が高まることで、深刻な運転手不足が解

消されることが望まれる。そして、私たちの生活に不可欠な社会的インフラの一つである

物流ネットワークは、持続的かつ安定的に運営管理されることが期待される。 
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ＫＥＹ ＷＯＲＤ 

荷役機械 

物の移動、積重ね、ピッキング、仕分けなど、物流の結節点で発生する作業に使用する

機械を総称していう。クレーンやフォークリフト、各種コンベア、仕分機などの大型機器

から、各種台車などの小型機器まで様々なものがある。今日では、省力化、効率化、安全

性などの観点から、情報システムによって様々な荷役機器を組み合わせて使用することも

多い。 

 

―日通総合研究所 リサーチ＆コンサルティング ユニット 4― 


